
	

	

	

	

８年間の同窓会活動と今後の発展に向けて 
	

無機材会会長	 安田	 榮一	
	

会員の皆様には、平素か

ら無機材会をもり立てて頂

き有り難うございます。	

早いもので会長に就任

して 2 年、この総会で任期

が終わろうとしております。

役員会に積極的に出るよう

になったのは、定年後 3 年

間のNEDOのプロジェクトが

終了し､木村先生が会長に就任された時でした。以降、

金古、井関の各会長にお仕えしました。自分の任期と

併せて役員/幹事の皆様と活動した8年間を総括して

みたいと思います。	
	

注力した３つの活動	
一番悩み且つ努力をしたのは、無機材会の継続性

をどうやって確保するかでした。暗中模索ではあり

ましたが、同窓会としての機能を考える上で重要な

下記の 3点を取り上げ注力してきました。	
	

(1)現役学生との絆作り（思い出作り）：	

この部分に偏っているのではと言う忠告を頂き

ましたが、新入会員と同窓会の絆作りと、すずかけ台

と大岡山の連携にかなりの時間と労力を割いてきま

した。具体的には､学生さんと OB がバスを 1 台仕立

てた工場見学会､就活を前にした学生さんにフレッ

シュなOBの経験談等を講義してもらう企業セミナー、

優秀卒業論文賞選考への関与の 3 点でした。企業セ

ミナーに関しては､就活を前にした学生さんが親し

みが湧くように、若い講師の派遣をお願いし、就活の

苦労話やサジェスチョンを話してもらうようにして、

蔵前工業会主催の K-Meet との差別化を図りました。

また、企画に関して年寄りの幹事だけで考えるので

はなく、学年幹事の学生さんに集まって頂き、意見交

換をし、企業セミナーの依頼企業の選定に反映させ

ました。また、一日をすずかけ台で、もう一日を大岡

山で開催し、キャンパスの移動が難しい学生さんの

ためにテレビ会議室で聴講出来るようにしました。

講義の後の交流会では、潤滑油を用意して OBと学生

さんの会話を活発化させ、毎年好評を得ております。	

	

(2)同窓生同士の親睦：	

５年前に母校からホームカミングデイ(HCD)に同

窓会の総会等の日程を合わせるように協力要請が有

りました。金古会長の時にHCDの日に総会を開催し、

懇親会も全体交流会に合わせることにしました。こ

の形で四年間実施しましたが、講演会の時間に制約

があり、窮屈感は拭えませんでした。加えて無機材会

としての交流会が無くなった感が強く、これらの点

で､多くの会員から独自の総会・懇親会開催の希望が

寄せられ、2018 年から HCD とは別の 6 月に総会を開

催するようにし、会員の皆様から好評を得ておりま

す。	

2009 年の名簿以降、会誌の発行が止っている事が

指摘され、今年から総会案内に請求書の送付と異動

確認書だけでなく、活動報告としての「無機材会会誌」

を印刷して同封する事にしました。	

ホームページ(HP)に関して､広報担当委員全員が

分担してタイムリーに情報をアップロード出来るシ

ステムの模索、並びに会員限定の頁（PW の設定）の

作成の検討を行い、現在移行作業中です。	

HP の内容充実を検討しております。上述の会誌は

年に 1 回の郵送になりますので、よりタイムリーな

情報発信を検討しております。その一つとして、大学

の教員の研究内容を会員限定の頁に掲載します。共

同研究等の可能性を検討して頂ければ幸いです。	

WEB 名簿の作成ならびに会費納入システムの構築

 



に関しては、鶴見教授の献身的な協力のもと、H28 年

度に完成しました。その結果、異動等はご本人で変更

出来るようになりましたので、各自修正方、宜しくお

願いします。また、会費納入ではクレジットカード支

払いを導入する事が出来ました。これに関しては、

「会費納入のお願い」で触れます。	
	

(3)母校とのこれまで以上の密な関係構築	

大学再編で大岡山とすずかけ台が一体となり、

物質理工学院に移行し、無機系の学生数が約 30 名

から約 80 名に増えました。学生さんに親しみ易い

会の名前にと言う事で、平成28年の総会で審議し、

窯業同窓会から無機材会へと名称変更しました。	

同窓会担当の安田公一准教授を中心に学科の教

員各位の協力の下、学生さんとの行事は学科の共同

開催として頂き、バスの借り上げ代の分担や、教員

経由での学生さんへの見学会や企業セミナーの通

知等、ご支援を頂いております。	

以上の改革に対応出来るように役員/幹事の

数を増やし､総務、会計、企画、広報、編集の各委

員会を 3〜5名の幹事で頑張っております。総務､

会計、企画は此迄の会員サービスをよりきめ細か

く行うと共に、広報と編集がタイアップして、会

誌とホームページを充実させることで、会費を喜

んで納入して頂けるように頑張る所存です。	
	

会費納入のお願い	
図 1は最近 20年の無機材会の収入と支出並びに

繰越残高の推移です。支出(赤)の突出は名簿の発行

によるものです。2000 年と 2004 年はそれに応じて

収入	(青)も増えておりましたが、2009 年と 2014 年

の収入はさ程増えてはおりません。2014 年に個人情

報保護のために名簿の発行を止め、それに伴い、繰

越残高も2008年をピークとして下降の一歩を辿り、

今年はピーク時の約 50％になっております。	

図 2には会費納入会員数を緑（右軸）で示しまし

た。2004年の名簿発行以降、こちらも減少の一途を

辿っております。総会のご案内は、約 1600 通発送

しておりますので、ここ数年の会費納入率は 20％を

下回っている事がお分かり頂けると思います。	

会費納入に関して、郵便局に行く時間がないの

で、インターネットで支払えるように出来ないかと

いうご意見を多く頂いておりました。蔵前工業会の

ように大きな団体では実施しておりますが、小さな

団体では、クレジット代行会社のメリットが少ない

ので手数料も高く、困っていたところ、鶴見教授が

経験とノウハウをお持ちで、全面的にご協力頂く事

が出来ました。2 年前からクレジット支払いを導入

しましたが、最初は金額が不定の寄付金は代行会社

が認めてくれず、年会費の支払いしか出来ませんで

した。寄付金は郵貯か銀行と言う煩わしい事になり､

利用者は僅か 19 名でした。翌年、金額が明確な賛

助会費制度を導入したところ、47 名に増えました。

今後が期待されます。	
	

役立つ会・寛げる会に向けて	
無機材会は同窓会員の皆様の会員相互の親睦を

図り、東京工業大学の無機材料分野の教育・研究及

び学生支援、無機系工業材料関係の学会・産業界の

向上発展を期することを目的としております。会の

運営に関するご意見は勿論、講演会や勉強会の開催

希望等ありましたら、office@mukizai.com	 宛ご連

絡頂けると幸いです。皆様に役立つ会、寛げる会と

して発展して行きたいと願っております。会長と一

部役員は交代しますが、殆どのメンバーは残ります。

会員の皆様のご支援をお願い申し上げます。	
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平成 28年度無機材会総会記念撮影（2017.5.20）

平成 29年度無機材会総会記念撮影（2018.6.23） 

	

	

	

						

 
 
  

無機材会の仲間たち 

平成 30 年度の企業セミナー 

すずかけ台キャンパス(2019.2.20) 大岡山キャンパス(2019.2.21) 



大学の近況について 
 

物質理工学院材料系 無機材料分野フォーカス長 矢野 哲司 
 

平成 30 年度より、前任者の中島章教授の後を
引き継ぎ、物質理工学院材料系の無機材料分野の
分野長（フォーカス長と呼ばれています）を担当
させていただいております。今年度は２年目です。
本学の学部から博士課程までの教育システムを
大幅に変更してから、４年目となりました。工学
部無機材料工学科、大学院理工学研究科材料工学
専攻/物質科学専攻、総合理工学研究科物質科学
創造専攻/物質電子化学専攻/材料物質科学専攻
に所属していた教員は、新しい教育組織へそれぞ
れ移行し、無機材料分野の研究をされている教員
の先生方はいま物質理工学院材料系に所属され
ています。現時点で無機材料分野に所属されてい
る教員数は総勢 59 名であり、材料系では最も人
数の多い分野となっています。平成 30年度には、
この新しい組織から初めて博士課程修了学生へ
学位の授与がなされるとともに、前教育システム
である工学部無機材料工学科の最後の学生たち
が卒業していきました。現在の学部、大学院のほ
とんどの学生が物質理工学院に所属する学生と
なっています。 
教育システムの変更に伴う大きな変化は幾つ

かあります。学生にとって最も重要な変化のひと
つとして、学科の枠が取り外されたことにより
（従前は２年生に上がる際に学科所属）、学部学
生は３年生になる際に分野所属を強く認識する
ようになりました。さらに、卒業研究に着手する
時期について、成績優秀の学生は早期に研究室を
決めて開始することができるようになりました
（数人ですが）。それでも卒業論文研究を行う指
導教員を決める際には、他の分野を選択する余地
は残っていますので、自分が進みたい分野の決定
についてかなりの自由度が与えられるようにな
りました。 
ふたつ目は、４学期制へ移行したことにより

同じ授業を週２回受講することになり、1期約２
ヶ月の間に単位修得（学期末試験）の決定が行わ
れます。１期あたりの科目数はもちろん少なくな
り、限られた科目を集中して勉強することが求め
られます。このことにより、１期分あるいは夏季
休暇の期間を含めるとさらに長期の海外留学を
計画することが可能となり、大学が設けたプログ

ラムや研究室レベル
の共同研究留学など
が行われるようにな
りました。単位の取
得と時期を考えなが
ら様々な経験を得ら
れるようになってい
ます。修士課程にお
いては、大多数の科
目の授業英語化が進みました。大学院生は、所属
するコースに関わらず、英語で受講、試験を受け
ることになり、語学力を向上する努力が求められ
ます。英語化に伴い、留学生の入学、履修も容易
になり、より国際的な学生生活環境が構築されつ
つあると言ってよいでしょう。グローバルリーダ
ー教育院といった国際社会の中でリーダーシッ
プを発揮する人材の育成を目的とする教育課程
や、欧米・アジアへの留学プログラムが数多く作
られるようになっています。無機材料分野に所属
する学生の中にもそれらに積極的な学生が多く
なってきていることは確かなようです。 
その他にも変化は多数ありますが、教員側の体
制として、学部、修士、博士の教育マターを大岡
山/すずかけ台両キャンパスの教員が一体的に考
え、運用するようになったことがあります。無機
材料分野の教員会議はTV会議システムで常に両
キャンパスを接続して行われるようになってお
り、教育や入試などさまざまな事柄を議論します。
旧専攻の間にあった違いなどは徐々に解消・統一
され、分野、系さらに学院と一体的運営が確立し
つつあります。異なる環境、慣習的な差異はどこ
にでもありますが、落ち着くまでにはやはり時間
が必要で、ようやく至ったのではないかと感じて
います。 
教員の異動については、平成 30 年度、細野秀

雄先生が定年退職という区切りを迎えられて、3
月 20 日、最終講演と記念パーティが開かれまし
た。先生には引き続き本学にて研究を進めていた
だけることになっています。 
4 月より年度が変わり、平成 31 年度となりま
したが、5月1日より令和の時代へと変わります。
年度の始まりとともに、大岡山/すずかけ台キャ 



ンパスのそれぞれで新任の教員が着任となりま
した。大岡山では保科拓也、磯部敏宏両先生が准
教授へ昇任、すずかけ台では山本隆文先生が准教
授に着任されました。また新しい助教に久保田雄
太先生、気谷卓先生、Phan Trong Tue 先生が加
わりました。また平成 30 年度中には、准教授に
東康雄先生が昇任、助教に倉科佑太先生が着任し
ています。新しく若い教員がメンバーとなったこ
とで、令和とともに物質科学の分野に新しい風を
呼び込んでくれるものと大いに期待していると
ころです。 

無機材会との連携は今後一層強くしていく必
要があります。学生のキャリアアップなど、大学
教員だけでは十分に対応できない事柄が多くあ
ります。大岡山/すずかけ台を横断するようにな
ったことはもちろん、企業側の考え方や社会情勢
も刻々と変化しています。企業セミナーや工場見
学など大学、OB、企業の横の連携を強めるうえで、
無機材会からの援助、ご支援は欠くことができな
いものです。ありがたく思いますとともに、今後
もよろしくお付き合いいただきたいと思ってお
ります。 

	 	

平成 30年度卒業論文発表会の一コマ 
 

平成 30年度謝恩会開会の儀の一コマ 
（安田会長からのご挨拶） 

 

大岡山便り 

物質理工学院材料系(無機材料分野)の研究室は大

岡山南7号館にあり、原子核工学コースのみが大

岡山北2号館にあります。2018年春に2名の教授が

定年を迎えました。	

すずかけ台便り 

「応用セラミックス研究所」は、2016 年から「フ

ロンティア材料研究所」となって現在に至っていま

す。すずかけ台の無機系研究室は物質理工学院の材

料系材料コースに属し、新たに無機材会の会員にな

りました。各研究室は、すずかけ台キャンパスの 6

つの棟に分散しています。2017 と 2018 年度の無機

材会に関連する人事異動を以下に紹介します。	

 

⽮野豊彦教授 定年退職 篠崎和夫教授 定年退職 

2019 年 3月 31 日	細野秀雄	定年退職	教授	

2019 年 3月 31 日	飯村荘史	異動	助教	

2019年 3月 31日	松下雄一郎	異動	特任講師	

2018 年 4月	1 日	気谷	卓	採用	特任助教		

2018 年 3月 31 日	篠田	豊	退職	特任助教		

2018 年 3月 31 日	谷山	智康	退職	准教授		 	

2018 年 3月	1 日	重松	圭	採用	助教		

2018 年 3月	1 日	高橋	 亮	採用	助教		

2018 年 3月	1 日	Younsu	Jung	採用	助教 



	

「目から鱗の物質・材料研究を目指して」	
	

いつの間にか定年

退職を迎えることにな

りました。これで研究

生活が終わるわけでは

ありませんがーつの区

切りですので、研究グ

ループの人たちの好意

に甘えて最終講義と退

職記念パーティを行う

ことにしました。	

都立大での卒研•大

学院で川副博司先生と

一緒に電子スピン共鳴法を酸化物ガラスに適用する

ことから研究生活がスタートしました。博士課程修

了後は、名工大の材料工学科（当時無機材料工学科）

の阿部良弘先生の研究室に初めての助手（現助教）と

して採用して頂きました。そこで、生体材料用の結晶

化ガラス（ガラス経由で作製するセラミックス）、	プ

ロトン伝導性ガラスという研究室のテーマを担当し

つつ、ガラスの点欠陥とそれを利用した感光性ガラ

スの研究に従事しました。この時期は、いわゆるファ

インセラミックスブームが始まったときで、これま

で地味な存在だったセラミックスに初めて光があた

りました。	そして、1986年に銅系酸化物で高温超伝
導体が発見され、翌年には Tcが 77Kを超える YBCO
が報告され、世界的な大フィバー状態になりました。

阿部先生は、セラミックスの学科なのに誰もこの研

究をしないのはまずいと判断し、メルトから超伝導

セラミックスを作る研究を開始しました。あまりに

多くの研究者が参入しており、かつイメージが皆目

湧かなかったので手伝いだけに止め、自分が見つけ

た CaO-Al2O3ガラスの感光性に集中しました。1988年
9月から Vanderbilt大学の Bob Weeks教授（E’中心の
発見者）のところに留学する機会が得られ、そこでシ

リカガラスへのイオン注入の研究を行いました。学

生の世話から離れ、研究だけに集中でき、いろいろな

収穫がありました。この研究と阿部研での研究成果

が対象となって、1990年に第 1回 Otto-Schott研究賞
をガラス科学の大家であったドイツの Werner Vogel
先生と一緒に受賞しました。思いがけず、この国際賞

を頂けたことは小さな自信になりました。	

助教授になって 3年後、本学の工業材料研究所（当
時）で研究室を構えていた川副先生から戻ってこな

いかという誘いがありました。阿部研究室での目標

は達成できたかなと考えていたところでしたので、

誘いに応じ本学に移動しました。当時の工業材料研

究所は活気と緊張感に溢れていました。無機系の教

授 10 人のうち 7 名が大型プロジェクトを獲得した
り、全国共同利用研への転換をたった 2 回の教授会
で決めてしまうなど、今から振り返るとビックリす

ることが生じていました。今風にいえば正に肉食系

の集団でした。そんな中で次の研究所の概算要求の

ネタを考えろという宿題が降ってきました。そこで

提案したのが「酸化物ルネッサンス」というもので、

伝統的セラミックスの素材である酸化物を使って、

新しい半導体などの電子材料を創ろうということで

す。鲤沼秀臣先生と川副先生が中心となって「酸化物

エレクトロニクス」という形に落ち着きました。この

際に感じたことはスケールの大きな研究提案ができ

なければここには居場所はない、という緊張した雰

囲気でした。こういう雰囲気を感じたのは、これが最

初でした。「酸化物エレクロニクス」という領域は東

工大応用セラミックス研究所で誕生し、世界に広が

ったものです。	

その後、JSTの ERATOの総括に声がかかり、1999
年から「透明電子活性」プロジェクトを開始しまし

た。拙くとも自分の考えを基にやろう、と覚悟を決

めて始めたのをよく憶えています。この PJは参集
した若い研究員の人たちの頑張りでそれなりの成果

があがり、終了後も継続を認められ、合計 10年強
の間に亘り継続できました。この間に、IGZO半導
体、鉄系高温超伝導体、室温で安定なエレクトライ

ド C12A7:eなどが実現できました。その後、超伝導
は内閣府 FIRSTプログラムに、エレクトライドは
JST ACCELの第一号課題に採択され、研究を発展さ
せることができました。IGZO-TFTはいろいろ曲折
がありましたが、2012年ごろから高解像•低消費電
力の液晶ディスプレイの駆動用のバックプレーンと

してスマートフォーンに搭載され、その後タブレッ

ト PC、PCのモニター、そして 2015年からは大型
有機 ELテレビの画面の駆動に使われだしました。
昨今では、どこの家電ショップでもテレビ売り場の	



中心を占めているように、急速に普及しつつありま

す。IGZO-TFTの最初の論文（結晶は 2003年
Science、アモルファスは 2004年 Nature)は、被引用
回数で約 8,000、関連特許の引用回数は 30,000を優
に超えています。関係特許も国内はもとより米、欧

州、韓国、台湾、中国など多くの国で権利化され、

その後に生じた係争にもびくともしていません。	

数多ある物質のなかで、人間社会に直接役立つも

のが材料です。ですから、物質から材料にジャンプ

できるものは稀です。IGZOの研究は物質から材料へ、
そして製品化まで見届けることができたことになり

ます。材料研究ならではの醍醐味を経験できたこと

に非常に感謝しています。今度は、C12A7 エレクト
ライドから派出した新触媒群で、温和な条件下での

アンモニア合成プロセスが実用に繫がりそうなので、

設立されたベンチャ企業「つばめ	BHB」と並走しな
がら世界に普及させたいと思っています。	

以上が私のこれまで行ってきた研究の概要です。

上述の内容をもう少し具体的に記載した解説の類と

日頃思ってきたことを記した雑文を幾つか収録し、

小冊子としてみました。	少しは参考になるものがあ

れば、本当に有難いと思います。最後に、これまでお

世話になりました先達、同僚、共同研究者、研究室の

関係者、大学、MEXT，そしてJST の関係者の皆さんに
厚く感謝申し上げます。また、引続き宜しくお願いい

たします。	

2019年 3月	細 野 秀 雄 	

(2019.3.20 最終講義の配布資料より）	

	

	

	
	
	

	 	 	 	

	

	

	
	

	

	

	

	 	

• 魅⼒的課題 
⼤きな社会的インパクト＆ 
未開拓でワクワクする新領域     

• 開放性 
⾃由で徹底的な議論ができる学会  

• 下克上 
若くても成果次第で⼤きな⾃由度 

 

優れた研究者の育つ条件 

無機材会事務局	 東京工業大学	 大岡山キャンパス	 南７号館５１０号室	

連絡先:	office@mukizai.com	

編集後記	

	

2017〜2018年度は、多くの恩師（宇田

川重和先生､鈴木弘茂先生､宗宮重行先

生、加藤誠軌先生）が他界されました。

慎んでご冥福をお祈り申し上げます。	

2009 年度から中断していた会誌です

が､無機材会会誌として再開しました。

印刷物としてお送りするのは年1回です

が､重要な情報はその都度「むきざいか

い通信(仮称)」としてタイムリーにホー

ムページに掲載します。各研究室の研究

内容他は、パスワードで管理した頁にア

ップロードする予定ですのでご期待下

さい。	

	

無機材会役員（2018 年度）	
	

会	 長：安田榮一		

相談役：山内尚隆、福長脩、山岸千丈、木村脩七、	 	

金古次雄、井関孝善		

顧	 問：各務芳樹、堀江鋭二、尾野幹也、猪股吉三、	

石原幸正、錦織経治、尾島正男		

副会長：後藤誠史(総務)、島宗孝之(企画)、原真一	 	

(会計)、江上浩二(広報)、岡田清（編集）	

幹	 事：鶴見敬章、矢野哲司(専攻長)、宮内雅浩		 	

(学科長)、吉田克己、舟窪浩、神谷利夫、	 	

安田公一、高瀬進行、石黒隆、端山潔、	 	 	

細川佳史、片山恵一、久保寺正二、岡田明、	

高木喜樹、田村信一、福冨路子、篠崎和夫、	

前田榮造、田村良明、高橋達人	

監	 事：石川演慶	 中川順吉		

【関東支部長】		 	 	 石黒	 隆			

【東海・北陸支部長】	大橋玄章		

【関西支部長】		 	 	 横川善之		

【中国･四国支部長】	 福原	 実		

【九州支部長】		 	 	 大熊	 奐		

【東北・北海道支部支部長】	未定		

	

	



2018 年度無機材会年会費・寄付金納入者ご芳名 
（2018 年 4 月 1 日〜2019 年 3 月 31 日、金額の内 2000 円は年会費です。）	

	
36,000 円	 197230	 石川	 演慶	 		
22,000 円	 194816	 浜野	 健也	 197710	 田村	 良明	 		
20,000 円	 196514	 山岸	 千丈	 		
12,000 円	 195602	 岡田	 芳之	 195702	 尾島	 正男	 196001	 猪股	 吉三	 196005	 福長	 脩	 196007	 木村	 脩七	

196301	 井関	 孝善	 196408	 立花	 寛一	 196501	 金古	 次雄		
10,000 円	 194863	 内藤	 繁	 195329	 日浦	 致	 195333	 堀江	 鋭二	 195402	 荒井	 秀	 195904	 遠藤	 正昭	

196108	 錦織	 経治	 196306	 中川	 順吉	 196605	 島宗	 孝之	 196621	 安田	 榮一	 196808	 牛田	 由郎	

196813	 国分	 隆	 196928	 河内	 信治	 197405	 片山	 恵一	 197530	 原	 	 眞一	 197912	 鈴木	 正治	

198009	 田邊	 靖博	 198010	 鶴見	 敬章	 198731	 矢野	 哲司	 198919	 中村	 博幸	 300148	 太田	 滋俊	

300319	 田中	 順三	 		
9,000 円	 197614	 江上	 浩二	 199034	 村田	 裕茂	 300337	 松下	 伸広		
8,000 円	 197025	 水谷	 惟恭	 197607	 篠崎	 和夫	 	
	
7,000 円	 197106	 岡田	 清	 197408	 久保寺	正二	 197522	 前田	 榮造	 197604	 江尻	 寿憲	 197908	 奥山	 雅彦	

	 199001	 飯塚	 誠	 199318	 菅野	 智子	 199806	 小川	 朝敬	 200237	 大宅	 淳一	 201310	 門田	 浩史	

	 300084	 大上	 三千男	 300283	 松尾	 陽太郎	 300299	 神崎	 正美		
6,000 円	 197702	 石黒	 隆	 198312	 前田	 敬	 199817	 多田	 帥		
5,000 円	 194533	 小島	 宏	 195209	 斉藤	 鶴義	 195407	 古丸	 勇	 195409	 塚本	 宏	 195411	 原田	 賢	

195701	 石原	 幸正	 195707	 西	 	 晴哉	 195803	 尾野	 幹也	 195909	 田平	 伸生	 195910	 武	 	 孝夫	

196303	 大田黒	宣人	 196405	 木戸	 雄二	 196406	 後藤	 誠史	 196617	 松沢	 素一郎	 196618	 松永	 一郎	

196711	 小林	 晃	 196718	 豊島	 恭	 196722	 村田	 浩	 196725	 宇都宮	泰造	 196907	 島井	 駿蔵	

197001	 浅野	 敬輔	 197004	 石橋	 和史	 197102	 一色	 徳一郎	 197104	 今井	 友宏	 197110	 坂本	 洋一	

197113	 田村	 信一	 197202	 犬飼	 崇雄	 197222	 星	 	 博彦	 197226	 吉田	 明輝	 197401	 新井	 清	

197407	 加山	 恒夫	 197416	 山本	 博一	 197502	 井上	 悟	 197504	 岩崎	 孝	 197512	 高木	 喜樹	

197514	 多島	 容	 197526	 矢野	 豊彦	 197623	 坂井	 悦郎	 197707	 加藤	 忠男	 197715	 松村	 茂	

197811	 高瀬	 進行	 197904	 安藤	 学	 198018	 有代	 匡	 198019	 沢木	 至	 198205	 岸	 	 和博	

198216	 薮田	 和哉	 198311	 蛭田	 和幸	 198318	 須賀	 陽一	 198324	 古口	 誠	 198410	 佐伯	 淳	

198513	 中島	 章	 198628	 舟窪	 浩	 198910	 鈴木	 康義	 199022	 田中	 雄介	 199317	 志田	 雅人	

200027	 松石	 聡	 200116	 勝又	 健一	 200130	 田畑	 和章	 200209	 岸	 	 哲生	 200318	 田村	 佳洋	

200514	 角	 	 大詩	 300074	 開沼	 章夫	 300104	 正田	 義雄	 300225	 平林	 順一	 300235	 齋藤	 安俊	

300238	 湊	 	 一郎	 300242	 澤岡	 昭	 300294	 丹羽	 紘一	 300296	 広中	 清一郎	 300298	 柴田	 修一		
4,000 円	 195917	 吉田	 正明	 196002	 梅原	 一正	 197505	 梅村	 昭男	 198206	 重松	 正久	 198626	 原沢	 毅	

	 199119	 高谷	 徹	 199233	 水谷	 岳志	 199741	 山本	 一洋	 199836	 山本	 好郎	 200123	 坂元	 尚紀	

	 200128	 高橋	 淳一	 200230	 森	 	 泰一郎	 200627	 我田	 元	 201322	 廣澤	 聡太	 300197	 北沢	 章生		
3,000 円	 194337	 中村	 藤一郎	 194871	 三善	 清達	 195324	 田代	 楠熊	 195401	 阿部	 武司	 195709	 涌井	 歳一	

	 195710	 坪井	 龍明	 195916	 福永	 敏宏	 196004	 持田	 滋	 196209	 中口	 國雄	 196304	 沖川	 伸司	

	 196723	 山田	 耕一郎	 196909	 玉上	 佳彦	 196911	 戸出	 孝	 197008	 桑原	 清治	 197111	 田中	 英彦	

	 197114	 二宮	 秀明	 197217	 中神	 香城	 197413	 中島	 直	 197724	 福原	 実	 197810	 多田	 昌史	

	 197815	 端山	 潔	 197914	 田中	 弦一郎	 198104	 金井	 隆雄	 198105	 木枝	 暢夫	 198115	 真々田	忠博	

	 198116	 水野	 賢一	 198605	 稲熊	 宜之	 198611	 織部	 篤樹	 198737	 樽田	 誠一	 198802	 赤津	 隆	

	 198810	 植田	 尚之	 198823	 瀬戸	 康博	 198829	 南條	 敦	 198833	 南澤	 一右	 198931	 矢澤	 武志	

	 199018	 白井	 基晴	 199031	 平田	 英夫	 199212	 亀島	 欣一	 199328	 細川	 佳史	 199529	 福井	 靖	

	 199537	 北沢	 信章	 199838	 吉田	 道之	 200110	 宇野	 直子	 200802	 赤木	 直人	 300090	 伊熊	 泰郎	

	 300107	 神崎	 修三	 300115	 三宅	 通博	 300144	 奥野	 正幸	 300198	 新田	 亜矢子	 300223	 福冨	 路子	

	 300263	 北島	 圀夫	 300272	 渡邉	 昭輝	 300325	 吉岡	 朋彦		
2,000 円	 194642	 子安	 英次	 194844	 荻島	 達男	 195007	 巽	 	 昭夫	 195216	 福井	 博	 195604	 中島	 節治	

195706	 田畑	 勝弘	 195708	 八木	 琢夫	 195807	 宮入	 英彦	 195810	 渡辺	 信彦	 195905	 大薗	 周三	

195906	 清末	 義和	 196110	 原	 	 和照	 196205	 九里	 孝雄	 196502	 河田	 幸司	 196504	 菊池	 光治	

196604	 尾崎	 義治	 196614	 藤井	 洋治	 196701	 秋葉	 徳二	 196702	 渥美	 宣二	 196714	 佐々木	忠男	

196727	 小玉	 正雄	 196802	 赤尾	 勝	 196902	 井口	 征也	 196903	 宇高	 斎	 196904	 小沢	 章晃	

197007	 岡部	 淑夫	 197124	 笹本	 忠	 197201	 荒岡	 拓弥	 197233	 加藤	 仁也	 197304	 尾花	 博	

197308	 岡田	 明	 197411	 澤田	 豊	 197503	 今井	 修	 197515	 常谷	 正己	 197520	 濱田	 利平	

197523	 松井	 康治	 197612	 高橋	 達人	 197818	 宮内	 昌宏	 197823	 増田	 龍治	 197902	 芦沢	 寅之助	

197915	 山口	 潤仁	 198001	 浅見	 琢也	 198014	 細井	 雄一	 198118	 森田	 寛	 198405	 大橋	 玄章	

198413	 原田	 次郎	 198421	 柴田	 純夫	 198503	 小笠原	俊夫	 198515	 町野	 洋	 198519	 八木	 健	

198603	 石﨑	 倫朗	 198623	 谷内	 俊之	 198634	 野々部	顕治	 198809	 井上	 誠二	 198901	 今下	 勝博	

198928	 町	 	 徳海	 199013	 権太	 聡	 199102	 麻田	 和敏	 199104	 井ノ下	龍介	 199105	 植田	 和茂	

199110	 海川	 和之	 199111	 兼清	 浩司	 199112	 苅部	 創	 199115	 久保山	且也	 199125	 永浜	 睦久	

199133	 湯本	 啓市	 199218	 関根	 圭人	 199642	 大倉	 研	 200015	 大塚	 茂弘	 200227	 水越	 厚史	

200321	 長谷川	史一	 200435	 片岡	 光保子	 200527	 福田	 亮	 200632	 蓮見	 孝志	 200726	 中川	 和紀	

200813	 金谷	 考洋	 200824	 立木	 林	 200911	 鴻野	 立宣	 200921	 萩原	 彩希	 201108	 神尾	 哲治	

201211	 小西	 洸	 201313	 杉山	 裕武	 201431	 村井	 亮太	 201619	 杉山	 醇	 300114	 松山	 城仁	

300154	 三輪	 真一	 300165	 飯島	 賢二	 300305	 岸岡	 昭	 300315	 塩田	 忠	 300320	 横川	 善之	

198301	 大竹	 一宏	

	




